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　検査情報は匿名化された上で、共同研究者がスタンダード情報のポリシーに則り活用する。一方、遺伝情報に関す
る分析については東北大学のスーパーコンピューター上で分析を行い、スーパーコンピューターからは持ち出さない。

委託研究費（ＡＭＥＤ　新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業）

星野　仁彦 国立感染症研究所感染制御部

　肺非結核性抗酸菌症（肺NTM）症の、我が国一般住民の有病率は明らかとなっていなかったが、星野らは久山研究
で肺NTM 症の大半を占める肺mycrobacterium-aviumcomplex(MAC症)抗体陽性率が約8％と高いことを明らかとし
た。そこで本研究では東北メディカル・メガバンク計画の保存血清を用いて肺NTM症のうち肺MAC症の抗体である抗
glycopeptide lipid(GPL)抗体の性・年齢階級別の抗体陽性率を宮城県の地域住民コホート参加者25,000名の保存血
清を用いて評価し、先行研究である久山町研究と抗体陽性率を比較することにより肺NTM症の有病率が実際に東北
地方でも高いのかを調査する。また、沿岸・内陸部での有病率比較も行う。閉経後女性のみ女性ホルモンとの相関を
見る。さらに抗体陽性率に関連する遺伝要因の探索を、GWASデータを用いて行う。

　地域住民コホー参加者のうち、25,000名分の保存血清を使用して、肺NTM症の大部分を占める肺MAC症に対する
抗体GPL抗体、IgGとIgA抗体を、 (株)タウンズで測定する。55歳以上女性については肺MAC症の抗体陽性率と関連
が示唆されているのでエストロゲンE2の測定も行う。対象者の基本情報、調査票情報、検査情報などのコホートデー
タとGPL抗体値との関連解析は、東北大学あるいは国立感染症研究所で行う。

　肺MAC症に潜在的に感染している者が判明するとともに、体力低下時に発症する重篤な呼吸器症状発現の際にど
の程度肺MAC症をはじめとした肺NTM 症を念頭におくべきかの優先順位がかわるので重要な研究である。

2020年9月　東北メディカル・メガバンク機構倫理委員会承認

令和2年12月14日

試料・情報利用研究計画書（概要）

東北メディカル・メガバンク機構

東北地方一般住民における非結核性抗酸菌抗体陽性率の解析 2020年9月～2027年3月

国立感染症研究所

対象：地域住民コホート宮城県参加者のうち、JPAV2情報がある
成人　25,000人
試料：血清（25,000人×200μl）
情報：基本情報、ゲノム配列情報、調査票情報、検査情報、生理
学的検査


